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高知県沖の島沖より得られた十脚甲殻類Ctzrc加叩Zax

lo"""zα"a(DeHaan)の化石

柄沢宏明＊

腹甲，腹部，左右鉗脚，右第2， 3歩脚，左第1， 3

歩脚を残す。化石は茶褐色を呈し，背面側は薄い泥質

の固結物で覆われて，背面，腹面共に現生のコケムシ，

サンゴ，ゴカイが付着している。甲背面は横に長い楕

円形で，甲表面は圧迫変形され，その特徴はさだかで

ない。左右鉗脚の掌節は細く長くのび，それらの可動

歯先端を欠くが甲幅よりもやや長い。鉗脚長節も細く

長くのびる。

標本B(Cat・nO、 8708) (図1-b, c)は，甲殻，

胸部腹甲，腹部，左右鉗脚と歩脚の一部を残す。化石

は，標本Aと同じく茶褐色を呈し，現生のゴカイが付

着している。甲背面は，横に長い楕円形で，前後に向

かって緩く膨らんでいる。額は，甲幅の約1/4の長さで

あるが保存不良のため細部まで観察できない。眼窩は

丸く，続く眼外鰊は大きく前方に向かって突出する。

前側縁，後側縁ともに丸みをおび，前側縁には小さな

2歯が刻まれる。甲表面はなだらかで甲域の区画は不

明瞭であり，心域と鰡域を分ける広く浅い溝が認めら

れるのみである。右鉗脚掌節は細く長くのび，可動指

先端を欠くが甲幅の約1.1倍の長さである。腕節は，外

側からみて菱形をなし，掌節の約1/3の長さである。長

節は細く長くのび、掌節よりもやや短い。

1° はじめに

四国周辺の海底からは， しばしば，十脚甲殻類の化

石が採集されるが，実際に報告された例は多くない。

これまでに, Niino(1933)により室戸沖からエンコウ

ガニQz施加“んz〃わ?壇""α"αが, Imaizumi (1953)に

より愛媛沖からオキナワアナジャコZW""ssi"α

α""”α伽が報告されているにすぎない。

今回，筆者は，九州大学農学部動物学教室の嶺井久

勝博士より， 1958年9月15日に高知県宿毛市，沖の島

の沖合い水深約180mより得られたQz",伽妙此1％わ"‐

g""邦αの化石2点を研究する機会を与えられた。C.

jb"g"""αは現生種で，後述するように鮮新世末以後

に出現したと考えられるが，化石の記載はNiino

(1933)により行われているのみである。ここに沖の島

沖より得られたC. 〃"gi"α"αを記載し，その産出の

意義をのべ，今後の化石十脚類研究の一資料としたい。

2．標本の記載

ClassMalacostraca軟甲綱

OrderDecapoda十脚目

SuborderPleocyemata抱卵亜目

InfraorderBrachyura短尾下目

SectionBrachyrhyncha方頭群

SuperfamilyXanthoideaオウギガニ上科

FamilyGoneplacidaeエンコウガニ科

SubfamilyCarcinoplacinae

エンコウガニ亜科

GenusQw℃"2oMzx H.Milne

EdwardS, 1852 エンコウガニ属

Qz7'ci""j上1A；ん"gj7"""α (De

Haan, 1833) エンコウガニ

これら2点の標本は，腹部の特徴と長い鉗脚を持つ

ことから雄の個体であると言える。C. jO'""""αの化

石の報告は, Niino(1933)が室戸沖よりドレッジによ

')得られた更新世とされる雌の個体を記載したにすぎ

ない。この他には，沢村・甲藤(1961)が図示した高知

県安芸市穴内の上部鮮新統穴内層産の蟹の化石(p1.5,

fi9.8)は明らかにC. "7噌亦"α"αに同定されるもので
あり， また，筆者は上部鮮新統一最下部更新統・掛川

層群宇刈累層よりも本種の産出を確認している。すな

わち,Qz7'c"'""lb"giwz(z"αは鮮新世末頃すでに出

現していたものと考えられる。

CZz？℃加妙“んｿ“"""αは，現生種で，西太平洋か

らインド洋まで広く分布し、 日本付近では函館から九

標本： 2点(Cat. no8707, 8708 ;九州大学農学部

動物学教室蔵)。

産地：高知県宿毛市沖の島沖，水深約180m・

標本A(Cat.no､8707) (図1-a)は，甲殼，胸部

HiroakiKarasawa;Fossilcrab,Qzﾉで純""〃んﾉ狸"2"77"(DeHaan),fromoffshoreofOkinoshima,Kochi

Shikoku, Japan.

＊名古屋大学理学部地球科学教室
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と(岡村ほか， 1987)， また，沖の島の沖合いの海底に

は鮮新統K2層が存在すること（奥田, 1977)が知ら

れている。おそらく， 2点のQz7""'kzif jO"gi"""

の化石は， このような鮮新世以後の海底に存在する堆

積物中に含まれていたものであろう。

Qz"""J"'属の化石は， 日本各地の中新世層から

Ca邦吻"a (Ristori),茨城県の中新統・九面層から

Cse72""Imaizumi,宮崎県の中新統・宮崎層群か

らC. j)7fsc" Imaizumiが報告され， 日本の中新世で

は比較的普通に知られている。一方、 この属の化石は

州の沿岸に分布することが知られ，水深50から100m

の細砂泥底に生息している （三宅， 1982)。本種の雄

は，甲殼がある一定のサイズに達すると，鉗脚が著し

く延びるという特異な形態変異が知られている(山下，

1965)。

今回報告した2点の十脚類化石は，底引き網により

海底より獲られたもので，その産出層および地質時代

はわからない。しかし，化石の産出地域に隣接する土

佐湾の海底には上部中新統一鮮新統(一下部更新統)．

足摺沖層および更新統・土佐湾層群が存在しているこ

＃
１

高知県沖の島沖より得られたQzl℃””"］'ん"gi"""(DeHaan)の化石
8707の腹面b: Cat. no. 8708の背面c;Cat.no. 8708の腹面スケールは
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鮮新世以後になると上述のように産出例は少なく，今

回報告したC. jO7""""αの化石は貴重な資料の一つ

である。
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系7.循環器系 8．内分泌系 9.神経系および感

覚系10.外分泌系11.雄性生殖系12.雌性生殖系

第3部：現生鯨類1.動物界における鯨類の位置

2.鯨類の分類3.現生鯨類一鯨目・歯鯨亜目(67

種） ；カワイルカ科，マイルカ科， イッカク科(シロイ

ルカ科)，マッコウクジラ科，アカボウクジラ科，鬚鯨

亜目(10種) ;コクジラ科，ナガスクジラ科，セミクジ

ラ科

文献付録（鯨類の保護，からだの測定，データの

記録） 索引

図や写真がおおく，たいへん便利な本である。また，

現生と化石の両方について解説していること，現生の

各種について，分類形質・大きさと形・体色・分布と

移動・鰭・歯や鬚の特徴・骨格・食性・生態・生殖・

経済的重要性などをくわしく述べており，大いに役立

つ本でもある。

（後藤仁敏）

鯨類の起源・進化・解剖・分類・形態と生態などに

ついて解説した，鯨学の教科書の決定版である。著者

は，ハワイ大学水族館館長を勤める海洋生物学者で，

"SharksandRays'' Jfa "HawaianFishes''などの著
書で有名である。

本書はつぎの3部から構成されている。

第1部：鯨類の起源と進化 1．よく分かっていな

い過去2.初期の化石3.古鯨類の仲間たち 4．

古い時代の鯨類5.鯨類各科の地質時代における生

存期間6.現生および化石の鯨類各科の紹介7．歯

鯨類と鬚鯨類の比較

第2部：現生鯨類の解剖 1°はじめに 2.骨格系

3.外皮系(皮膚） 4．筋肉系 5.消化系6.呼吸器
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